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ふりがな      たなか   まり 

氏 名    田中 万理 

 

1. 学歴 

2008年 3月  国際基督教大学教養学部卒業 

2010年 3月  東京大学経済学研究科修士課程修了 

2016年 6月  スタンフォード大学経済学部博士課程修了（Ph. D. in Economics） 

 

2. 職歴・研究歴 

2016年 7月  一橋大学経済学研究科講師 

 

3. 学内教育活動 

A. 担当講義名 

（a） 学部学生向け 

基礎ゼミ，労働経済学Ⅱ 

 

（b） 大学院 

軽量経済学特論 C 

 

C. 講義およびゼミナールの指導方針 

学部基礎ゼミ： ミクロデータを用いた実証分析を行うために必要な基礎的な統計処理技術と統計量への知識

を，実際に手を動かすことで身につけることを目標とする。労働・開発経済などで一般的に使われているオープ

ンアクセスデータと研究テーマのサンプルを幾つか紹介する，学生は統計ソフト（R，Eviews，Stata）を使い実証

分析を行い，最後に授業で結果を発表する。基礎的な計量経済学の知識を前提とする。 

 

学部労働経済学Ⅱ：労働市場の需要サイドについて理解を深めることを目的とする。特に，企業の雇用と生産

性の決定要因について，また労使関係，労働規制，近年の技術進歩・貿易促進による労働需要の変化などに

ついて，近年の国内外の研究成果をもとに解説する。 

 

計量経済学特論 C：ミクロデータを用いた誘導系の実証分析で典型的に使われる統計手法について，理論のバ

ックグラウンドを説明し，例となる論文をいくつか紹介する。特に，自然実験・操作変数法を用いた因果推定に関

する実証分析について重きを置いて説明する。学生には，授業と課題を通して既存の実証論文の信憑性につ

いて議論できる力をつけてもらい，アイデアを見つけてリサーチプロポーザルを書くことで統計手法についての理

解を深めてもらう。使用言語は基本的に英語。 

 

4. 主な研究テーマ 

アジア地域の企業と労働者について 

グローバリゼーション（貿易と投資）の影響について 
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5. 研究活動 

A. 業績 

（b） 論文（査読つき論文には*） 

"Should We Blame Walmart and Nike for the Factory Collapses in Bangladesh?",SIEPR Policy Brief, December 

2013. 

"Risk Preference of Managers and Firm Investments in Lao PDR",with Yasuyuki Sawada, in Disaster Risks, 

Social Preferences, and Policy Effects: Field Experiments in Selected ASEAN and East Asian Countries, 

ERIA Research Project Report FY 2013, eds. Sothea Oum, No.34. Jakarta: ERIA, pp. 265-283. 

"Entropy Characterisation of Insurance Demand: Theory and Evidence",with Hiroyuki Nakata and Yasuyuki 

Sawada, RIETI Discussion Paper 10-E-009, 2010. 

"Asking Retrospective Questions in Household Surveys: Evidence from Vietnam",with Yasuyuki Sawada and 

Hiroyuki Nakata, RIETI Discussion Paper 10-E-008, 2010. 

 

B. 最近の研究活動 

（a） 国内外学会発表（基調報告・招待講演には*） 

2016年 6月 3日 IGC Growth Week (UK), "Exporting Sweatshops? Evidence from Myanmar"  

2016年 6月 22日 Seoul Journal of Economics international Conference (Korea), "Exporting Sweatshops? 

Evidence from Myanmar"  

2016 年 8 月 2 日 HIAS Summer Institute : International Trade and FDI 2015, 一橋大学, "Exporting 

Sweatshops? Evidence from Myanmar"  

2016年 11月 5日 The East Asian Economic Association (Indonesia), "Exporting Sweatshops? Evidence from 

Myanmar" 

2016年 12月 7日 Empirical Management Conference (United States), "Exporting Sweatshops? Evidence from 

Myanmar" 

 

（c） 国際研究プロジェクト 

Organizational Structure of Trade Unions in Myanmar, IGC Small Project Funding, from August 1, 2016 to July 

31, 2017. 

 

7. 学外活動 

（b） 所属学会および学術活動 

日本国際経済学会 

Econometric Society 


